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学位論文題目 有島武郎の女性観に関する研究―『 或る女』における早月葉子像の形象―

申請者氏名 盧昱安

本研究は、有島武郎の『 或る女』 に描かれた葉子像の形象を考察するうえで、有島の女

性観に着目し、両者の関係について解明しようとしたものである。有島の女性観を考察す

るにあたって、本研究が注目したのは彼の書き残した書簡、日誌、講演録、評論、広告文

などの周辺資料である。各章の概要は以下の通りである。

第一章では、アンビバレントな葉子像を考察した。この考察を展開するにあたって着目

したのは有島が石坂養平に宛てて書いた書簡である。この書簡によれば、有島は、女性が

男性に対して「 憎悪」 と「 愛着」 という二つの矛盾した本能を持つと述べており、こうい

った女性観のもとに『 或る女』は生まれたと記している。つまり、主人公葉子の造形には、

男性に対して〈 憎悪／愛着〉 という二つの矛盾した本能を抱え持つ女性の姿が投影してい

ると想定されるのである。但し、ここで留意すべきは、その相反するように見える本能は、

葉子の場合、男性に対して発動されるばかりでなく 、女性に対しても発動されている点で

ある。本研究では、葉子は、男と女という関係に限定してアンビバレントな状況に陥るの

ではなく 、女性との関係においても同様の状況に陥るということを検討することになる。

第二章では、夢遊病者に喩えられる葉子像について考察した。葉子の精神の失調につい

て、従来はヒステリー症と結びつけて論じられる傾向にあった。しかし、作品に表れた葉

子の「 ヒステリー」 の初出場面を見てみると、そこでは夢と現の混淆した状態が描かれて

おり、加えて、そういった状態に陥っている葉子のことを「 夢遊病者」 に喩えるかたちで

描出してもいた。本研究ではこのような点に着目し、葉子の精神状態をヒステリー症と擦

り合わせるのではなく 、作品自体の表現としてある「 夢遊病者」 という切り口からその内

実を具体化するべく論を展開した。

第三章では、評論「 惜みなく愛は奪ふ」 における有島の「 本能」 観に着目し、葉子に関

連して用いられている「 本能」 を考察した。有島は、『 或る女』 において葉子を本能の赴く

ままに生きる女として描いたと言われている。ここで言う「 本能の赴くまま」というのは、

自由奔放に生きるという意味であろう。こういった意味で「 本能」 を捉えていくのは、い

わば辞書通りの解釈であり、おおむね妥当と言える。但し、葉子に関する「 本能」 の初出

を見てみると、それは男に奉仕する前時代的な女性像そのものであって、決して「 新しい

女」 とは言えない。有島は、前時代的な女性の相貌を見せ始めた葉子を「 女の本能」 に目

覚めた女性として描いているのである。果たしてこの「 本能」 とはいかなるものであるの

か。このような問題意識のもとに、有島語彙としての「 本能」 に着目し、この語が〈 精神

／肉体〉 という二項対立を揺れ幅としつつ葉子の人物造形に関わっていることについて論

じた。

第四章では、コケットとしての葉子像を考察した。この考察を展開するにあたって着目
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したのは有島が浦上后三郎に宛てて書いた書簡である。この書簡において有島は『 或る女』

の執筆意図を書き残している。そこには、男と女は対等な関係ではなく 、女は男の「 奴隷」

であり、そのような従属的な立場に置かれた女にとって、男を「 籠絡」 しようとした時に

用いることのできる武器は「 性慾的誘惑」 であるという趣旨の叙述が見られる。留意した

いのは、その書簡の中で有島が、先の執筆意図について、ある程度までの「 醇化」 をした

が、その「 醇化」 が不足していたため、「 私の期待を裏切って硬化」 したとも述べている点

である。果たして、有島が『 或る女』 において実践しようとしたコケットな女の形象はい

かなる「 醇化」 と「 硬化」 を見せているのか。本研究では、以上のような問題意識のもと

に、まず、有島の女性観をコケットリーとの関連から再検討する。そして、そのような女

性観の実践としてある葉子のコケットリーとしての造形が、いかなるものとして展開され

ているのかを明らかにした。

第五章では、堕落する葉子像を考察した。この考察を展開するにあたって着目したのは

有島が書いた『 或る女』 の広告文である。有島は『 或る女』 の執筆意図について、「 醜」 や

「 邪」、あるいは「 堕落」 にこそ目指すべき「 人生の可能」 があると述べている。従来、こ

の「 人生の可能」 をめぐっては、それが『 或る女』 という作品でどのように主題化されて

いるかという観点から論じられる傾向にあった。本研究ではこの問題に対し、作品の主題

との関連にとどまらず、そういった発想を持つに至った有島の人生観の形成や、その人生

観が作中人物早月葉子の形象にどう関わっているのかについても検討を加えてきた。

終章では、葉子の造形は有島の女性観が忠実に投影されたものではなく 、作品に固有の

ものとして自律的に描かれているという見解を得るに至った。『 或る女』における葉子とい

う登場人物は、テクストが紡がれていく過程で有島の女性観から乖離し、固有の生として

自立していく 。これが本研究の明らかにした葉子像の形象である。








